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甜菜の倍数性品種に閥ナる研究

第 IV報三位体の示す二三の形質1)，2)

長尾正人

高橋高右衛門

木下俊郎

緒言

我々は 「甜菜の{台数性品屈に関する研究」なる題下に第III報までを報告した(長・尾，高

橋 1952，1953)。これらは主として三倍体(以下3xと記す)の交雑親たるべき二倍体 (2x)と四

倍体 (4a:)の形質を比較したもので 3xそのものについては僅かに第III報の一部で触れたに

過ぎなかった。ここに吏めて 3xに関する 1952年， 1953年の調査成績を収録し，本研究の第

IV報とする。

この調査は文部省科学試験研究費の助成枚びに日本甜菜製糖株式会社の援助により遂行せ

られたものである。本報を卒するに当り謝意を表する次第である。また調査の一部を分担せら

れた猪野陽一君に厚く感謝のJ訟を去する。

材料友び方法

本報に取扱った3xは本育48号， 162号， 398号， 401号， 402号及び Vi1morinWhite 

French (VWFと略記)などの 2x品種と，それらを倍化して得られた4x品種たる 4048号，

4162号， 4398号， 4401~:)-， 4402号及び 4VWF・0などの聞に交雑を行わしめて作製せられたる

ものであるの。

甜菜t土自家不稔であり，且つ2x，4xいずれをちょ方としても 3x種子が得られる。 従って

2x， 4x各 1個体づつの聞で自然交雑を行わせた場合には2xほ本からも 4xl3]:本からも 3x種

子のみが採取されるが，集団採種の場合には 4xと2xの聞のみならず， 2 x同志又は4同志の

交雑も行われるから， 4a:i寺本上には4xと3xの種子が， また2x母本上には2xと3.'!;の種子

が着生することになるο

1) 北海近大準農祭部育種皐数室;業績
2) 北海道大息農撃部附属寅験農場育穐部業績

3) 4出品種の命名iまは第III報に同じ。
4) 同一品種内の3xは基本品種名の前に千位に3を付してその名郁とするo 例えば48競x4048波及びVWF
x4VWFの3xは夫々 3fl48波， 3VWF減である。 また異なった基本品種間の3xはそのま.1..4048x192 
貌 (4048披を母本)叉は 192x 4048競 (192貌を母本)の如¥x印を以って示す。
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本調査の対象となった3xは同一基本品種内の交雑のものは全て個体隔離から採っておる

が，異基本品種聞の交雑のものは集団採穫の 3xである。 従って前者では全て真正3xである

が1)後者では4x母本から採った“3x+4x"型の 3xと2x母本から採った“3x+2x"型の

3xとが存在する。今後真疋3xを単に 3x又は3x一正， “3 x+4 x"型の 3xを3x-A，“3x十

2x"型の 3xを3x-Bと称することにする。

発芽調査以外は北海道大学農学部の附属第一j立場の困場に於て行われたものであり，土質

は砂質壌土である a

各基本品種の 2x，3x及び4xを1組とし， また3x-A，Bについては交雑穀品種の 2x

及び 4xを加えて 1組とし，これ等を対応;ltる配列 (Correlatedseries)に植え，且つ各組問に

は地力の尺度として本育 192号を繰返し挿入した。その他の方法の詳細は調査成績と共に記述

する。

調査成績

I 授芽調査

種fまを単位として発九三率及び発牙日数を調査した。種球単位であるから 1種球で2芽以上

発芽してもそれはただ1例の発芽としかみなされぬわけで，そこに符られた発完率は実際栽培

における株立歩合に比較的近いものである。

u日式粒数は品桂毎90桂球であり， 1条件につき 3出民桜して，第1表及び第2去の成績を

得た。

即ち示IU去を通じて一定の傾向が認められ 2xは常に最高の発非率と最小の発芽¥:1数を示

し，4xは最低の発芽率と最大の発芽日数を示す。然して 3xは両形質共常にその中聞に位し，

各品患の平均でこの関係を示すならば，同一基本品種内では 2x に対して 4x 及び 3x の発見:~，~

は夫々 57.2及び 75.6，発)j:日数は夫々 117.0及び 103.9である。また，呉基本品種間では 4x，

3x-A， 3a;-Bの発:Wギは夫々 55.3，72.5， 78.4，発芽日数は 119.2，107.3， 104.0であって，

3x は 2x に比し，発~:日数の遅れはそれ程でないが発京本は 3096 近くも低下している。

II 生育調査

厩肥300員，硫安3貰，過燐酸石灰8貫，硫酸カリ 2賀及び智利硝石4買を)又当り施)j巴EZ

とし，株間 7.5 寸，畦~JI日1.5 尺， 点播の下に原料用栽培を行える母根につき生育の各期に亘る

草丈及び生葉数と生育盛期における地上部形態につき調査した。

1共試品種は2xの48号， 162号， 192号， 398号， 399号， 401号及び VWF，4a;の4048

1) 厳符には長官公乍ら高次x.はfl¥;次の三倍体(hyper-or hypo-triploid)が生ずる。このことは翠月 (1953)によ
っても報ぜられている。
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第 1表 後芽王手及び護芽日数一一同一基本品種内交維による 3x

a !i差芽率

種 l千台0144三iflT|和 J51千芋Z6
83.6 

61.1 、-----、ー
83.9 

3048競 (3x)I 74.1 85.5 48.1 81.7 

64.6 
45.0 ~、~ー

61.8 
4048波 (4x)I 43.3 49.9 ** 46.7 79.3 

162披 (2Ix)I 94.4 48.9 71.7 

3162競 (3x)I 66.7 70.7 会寺* 31.1 
67.2 

63.6 ミ認ト 48.9 68ナ~.2~~ 

48.1 
35.6 --49.7 4162君主 (4x)I 50.0 53.0 ** 21.1 43.1 *器

2xの平均 --75.6 3x ゲ --57.2 4x ゲ

b 平均震を芽日数

砂 | 土 |千両

2xを100 ，，__ ， ~卦 12x を 1001内__ 1_ J7'o.古今 12xを100 
5差芽日政! とせる “市」口五|溌芽日数! とせる |“山<-K....7.1:ユ 11笈芽掛数|

|比数;の有怠性 1 !ï~/J t-J~: 1 比較|の有意性)~x./J JW':J..'.f.. 1 比較
d色素E

48披 (2x) 7.9 8.1 8.0 

3048liÞ~ (3 x) 
99.4 

7.7 97.5 8.2 101.2 予告 8.0 ¥--‘  

100.0 

4048~')Jl (4 x) 8.3 105.1 9.0 111.1 8.7 
108.1 
ー一ーーーー一ーー
108.8 

162 f淀(2x) 7.3 7.3 7.3 

108.9 
3162競 (3x) 8.1 111.0 * 7.8 106.8 8.0 九~ー~

109.6 

号令*
126.8 

4162競 (4x) 9.1 124.7 ** 9.4 1288 9.3 --127.4 
2xの平均 7.6 7.7 

3x 7.9 -- 8.0 
-----、 .、ーー司』、、ーー町、

If 103.9 103.9 103.9 

4x 8.7 -- 92 
--ーー一ーー -----、ー

'/ 114-5 119.4 117.0 

持 イタリック体は測定全体に笥する平均値，この表では砂と土の数字を平均したもの，
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第 2表
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同

日日 種

EE芳主主将&..ぴ霊堂芽日鍛?ー呉基本品種間交維による 3x

霊童芽率(% 後芽日鍛

砂 1 土 1平均| 砂 l 土 |平均

I 88.2 I 60.6. I削 I 7.5 I 
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号， 4162号， 4398号， 4402号及び 4VWF， 3xの3048号， 3162号， 3398号， 3VWF (以上

3x一正)， 4048 x 192号， 4048 x399号， 4398x162号， 4398x399号， 4398 x401号， 4402x 

48号， 4402x398号， 4402x399号(以上3x-A)， 192 x 4048号， 399x4048号， 162x4398号，

399 x4398号， 401x4398号及び 398x4402号(以上3x-B)である。即ち 2x7品種，4x 5品

種， 3 x 18品種計30品種が調査の対象となった。

測定は各品種20個体を基準とし各表中の測定値はその平均である 1)

地上部の生長曲線

播種後36日目より 10日毎に草丈と生葉数を調査した。最大生長量に達するとみられる播

種後86日(平丈)及び 96日(生葉数)までの両形質の変化を各倍数性毎に括めて示したのが第

3表である。

即ち両形質共に全期聞に亘り 2xが最大，4xが最少， 3 xはその中聞に位し， 2 xを100と

せる 4x及び3xの比数は草jこに於て夫々 83，94，生葉数に於て 81，86なる関係が保たれてい

る(第3表a，b)。

この関係を最大生長時につき詳しく示せば第4表及び第6去の如くであり，同一基本品種

内の場合は 2おに比し4~:及び 3 :1:共に劣り，多くの品種に於て特に 4xの劣勢は有意であるが

(表中兼は 596水準，相会は 196水準で、 2a;との聞に有怠な差があることを示す。これは他の表に

ても同様0)' 呉基本品棒聞の場合は平〉とは 3x-A， B共に 2xに劣るものの生菜数では或程度

第 3 表
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1) 事故により調査の遼中で20個体以下になったものもご三ある。また葉厚c如<1個体につき鍛筒所乃至十
数筒Jifrを測定しその平均を個体測定値とし，これを 20個体につき更に平均したものもある。
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b 生業数

)(2=0.281 

P>0.99 
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但し A: 最大地量。 i: :出』るまでのB此
K: 恒鍛。 t: 様権よりの111ltt。
グ t時の生長室。

※ 供試品干電

2x…48披，162im， 192 ~tt 398抗 399WA. 401披.VWF。
3x..'・3048波， 3162 ~!，t 3 VWF披， 4398x401A.B， 4402x398A.B， 
4402x399A。

4侶…・..4048抗 4162披， 4398 ~W， 4402波。

※※本調査は 195211'-のみ。

凌いでる結果ともなっている(比数にて Aが 104.9，Bが 116.8)。
y 

然し生長曲線を求めてみるならばいずれの倍数性も log互三y=K(t-tdに従うことは当

然ながら，t] (最大生長量の半ばに達する時期)や恒数Kの値には大差はないから生長の経過

そのものは相違は認められないと言ってよい(第3表c)。
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華葉の形態

地上部の生育最盛期の茎葉の形態として葉身長，菓幅，葉形比(葉幅/葉身長 x100)，業厚，

葉柄着生角度(葉柄と水平とのなす角度)，葉柄長， 葉柄幅及び葉柄厚につき調査し第 4~6 表

の成績を得たd
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第 5表 生育盛期における塗薬の形態一一同一基本品種内交維による 3x(つづき}
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甜菜の倍数f生品種に関ずる喧F究 39 

|い|明|吋葉市i品|菜明霊|抑制葉柄厚
(cm) I I (cml I (cm) I (%) I (mm) I (皮) I (cm) I (cm) (cm) 

4048波 46.2 17.5 22.3 11.2 49.6 0.29 58 23.9 0.95 0.82 

4162披 54.7 18.5 29.8 17.8 59.7 0.33 50 24.9 1.22 1.09 

4x 4398披 54.2 15.6 24.8 16.'0 64.9 0.32 50 29.4 1.14 1.00 

4402競 48.1 17.0 23.7 14.6 62.4 0.31 54 24.4 1.05 0.80 

平均 I 50.8 ¥ 17.2 ¥ 25.2 ¥ ω¥ 59.2 ¥ 0.31 ¥ 53 ¥ 2日¥.1.09 ¥ 0.93 
4048x192披 51.6 19.7 23.4 13.2 57.7 0.29 55 282 1.09 0.84 

グ x399~虎 49.3 18.8 23.3 128 55.9 0.27 56 26.0 1.01 0.81 

4398x162波 60.3 16.7 25.7 15.3 55.2 0.29 58 34.6 1.18 0.95 

グ x399~!k 53.2 20.5 25.2 15.8 62.6 0.28 54 28.0 1.00 0.84 

3x-A グ x401披 57.8 19.5 28.1 17.0 60.9 0.27 54 29.7 1.12 0.93 

4402x 48 ~虎 54.3 19.5! 23.2' 13.6 55.9 0.30 58 31.1 1.07 0.82 

グ x398披 56.8 14.2 61.2 0.31 50 33.4 1.06 0.85 

グ x399~涜 57.0 19.1 I 25.5 I 15.7 61.5 0.31- 50 31.5 1.14 0.86 

平均 ¥ 55.0 I 19.3 I加 l 54 I 30.3 ¥ 1.08 ¥ 0.86 

日(89929×X4雌ゲ競 50.3 ! 19.9 0.31 57 26.2 1.12 0.91 

50.7 ， 22.5 19.7 I 12.9: 64.3 0.27 49 31.0 0.84 0.71 

11酌必98披 61.1 20.0 28.0 15.5 58.1 0.27 56 33.1 1.09 0.93 

Bm-B 1399× 1/ 52，3 22.3 22.7 13.3 61.5 0.25 56 29.6 0.97 0.79 

1401x グ 59.7 ! 19.5 27.4 16.1 59.5 0.29 56 32.3 1.15 0.94 

I 398 x4402披 56.7 ! 24.5 21.8 13.0， i 59.5 0.28 58 34.9 0.94 0.76 

《均¥55.1 ¥ 21.5 I 24，.0 I 14.2 I 55 31.2 I 1.02 I 0.84 

48'5Ht. 26.2 15.6 59，6 0.30 61 31.2 1.07' 0.89 

162 #)，~ 59.1 i 16.4 25.0 13.4 54.0 0.32 57 34，1 0.95 0.87 

192 'f!}i. 53.2 15.2 23.9 12.8 54.3 0，28 61 29.3 1.01 0.90 

2x 398波 23.8 14.3 .61.4 0.27 62 43.2 1.03 0.86 

399 '~虎 54.6 21.4 26.6 14.7 ， 56.5 0.29 59 28.0 1.03 0.85 

401 'ifA 57.5 19.2 I 25.0 13.9 I 56，7 029 58 32.5 1.03 0.81 

平均 I ，58.1 I 18.4 I 25.1 I 14.1 I 57.1 I 0.29 I 60 33.1 I 1.02 I 0.86 

87.4 I 93.5 I 100.4 I 105.7 I 103.7 107.1! 88.3 77.6 ' 106，9 1 108.1 
2x を ~02-~ 3x-A 100.1 
とf:る比重主 加問4.9I 984仰向…。

94.3 : 100.0 97.7 3x-B 94.81 116.8 I 95.6 I 100.7 : 104.7 95.0 I 91.7 
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第4，第5表は同一基本品種内の場輸であり， 葉身長及び葉幅は平均に於て葉身は2x，

3x， 4xの順位，葉幅は 4x，3 :1;， 2 x棚田に小さいが，各基本品種組の倍数性聞には一定傾向

は認め難い。然し葉形比は 4x，3x聞の差は年次の偏りが大きい為か不明であるが，3x， 4x 

共に 2xより大なる数値を示し，多くの場合2xと4為 2xと3x犬々の聞の差は有意である。

即ち 2xに比し3x及び 4xは葉が短広であると言える。 葉厚もまた年次変化が大で-あるが2お

に比し4xが厚いことは明6かである。

以上の関係は基本品種を異にする第6表の場合にもほぼ当てはまる。

葉柄着生角度は平型(姿型)を支配する大きな要因である。地面と葉柄のはさむ角を以て

これを表すならば第5，第6表に示される如く同一基本品種， 呉基本品種いずれの場合も 4x

は最も角度小一~即ち展開一一，2xが最も大一一即ち直立一一，3xはその中間である。然し

て2i-3x聞及び 2x-4x聞には差に有意性も認められる(同一基本品種の場合，比数にて 4

x: 88.3， 3 x: 90.3，異基本品麗の場合は 4x: 88.3， 3 '1:: 90.0)。

また葉柄長， 葉柄幅及び葉柄!字も1長身とほぼ同様なる関係にtちることは同じく第5，第6

表に示される通りでゐる。

以上を要するに，倍化の程度大なるにつれ葉が円を形を'Fザび葉柄短太となり且つ葉が展開

する傾向が認められるQ

地下部の生育

本育162号， 398号(以上2x)， 4398号 (4:1:)及び4398x162弓・ (3.?:-A)につぎ地下部の

生育過程を主棋につき播組後95日目より 10日協に調査して第7去の成績を得た。表中菜根重

とあるのは葉頭部を取除いた所謂タツピシグを行える根重のことである。従って毎回調査個体

を異にし，且つ規模も小さいから結論的なことは言えないが， 1~重及びi1Ul-d で示される主恨の

生長量は 2:1:に比し4:1;， 3，x共に最初は劣るものの 4:/;が最後迄(播麗後147Iヨ，即ち通常品

種の収穫期に近い)この関係を保つのに対し 3:/;では 100日頃には既に 2xに追っき，その後

はむしろこれを凌if，130日頃には根重にて 20%，根j，司にて 1096近い増畳となっている。

またブリツクス即ち庶私llf本についても 3:1;は根重の増大にも拘らず2xに劣らず，根重最も

小なる 4xとほぼ同様の1l¥1を示したことは興味深い点である(比数にて 4x: 104.1， 3:/;: 104.9)ο 

III牧量調査

地上部の生育調査を行った個体につきー収穫後主根の大きさ，重量及びブリツクスにつき測

定し第8，第9表の成績を得た。表中根茎重とあるのは架身葉柄のみを取除き顎部をliH荒-せし

めたる所謂鉛筆削りの主恨の重量であり， 根長は頭部下端より根径lcmまでの長きである心

また根径は肩部の長径と短径との平均を行て示されているa

先ず同一基本品種内の場合は，4xは根長根径共に 2:1;に劣るが 3xではA長径はむしろ増
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f番種後のEI験

第 7表
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398~定(グ) 1 21.51 1 20.1 

19.91 93.7 1 21.8 1 91.6 1 19.5 

21.9 1 104.61 24.3 1 105.4 1 24.3 

21.21 101.4 1 22.2 1 93.11 21.9 

20.9 1 I 23.8 1 1 22.2 
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第 9表 ~5c穫時の根部形態ーー呉基本品種間交維による 3x

4x 
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大し従って根形は短大となり， 且つ根茎重は 10%以上の増量を示している(第8表)。然しこ

の形質は変異性大であるから，この程度の個体数ではその優位性を断ずるわけにはゆかない。

なお 4xでは当然に2xにも及ばないこと第7表の場合と同様である。

また呉基本品種の場合，4xの根長や根径が2xに劣ることは同様であるが，3xでは根長，

根径共に2xを或る程度波ぐ値が得られ，根茎重もまた 10%以上 (3x-A:+15.1%，3x-B: 

+16.1%)の増量子ある(第9表)04xの根茎重はこの場合も 2xに劣る。

なおプリツクスについては基本品穫が同じ場合も異なる場合も共に4x，3xいずれも 2xよ

りやや優り特に 3xに於て著しいが，その聞に有志、性は認め難い。

IV 開花期その他の調査

同一基本品種内倍数体の 2組につき各倍数性問の拍苔，開花及び佳子登熟期を調査し第 10

表の成績を得たが，表に示される如くいずれの形質も倍数性聞に差が認められない。

'また同じく 3組につき開花盛期の花粉の稔率と大きさをコットン青染色により調査し第

11表の成績を得た。即ち稔率は2xに対する比数にて 4x: 93， 3 x: 86で通例の如く 3xが最

も劣り，他方大きさは4x最も大で3xがこれに次いでいる。

なお同じ品種組合せにおいて，生育後期の原料用栽培株の中形の葉を採りその気孔形(孔

辺細胞の長径)， 0.132 mm2中の気孔数，孔辺細胞内の莱緑粒数を測定した(第 11表)。 衣によ

1952年

4162~涜 131.1

3162~虎 131.31 98.4 

162減 131.8
1953年|一一一一
4048 ~J，~ 1 31.11 100.0 

官 [;::1997|叫|

4x 

平均
3x 

0199.o 

74.31 ----、
739i 

100.0 

100.7 

99.6 92.21 ____ 
99.6 

96.0 
91.71 ~ 
99.0 

92.6 
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第 11表 象fL&び花粉粒一一同一基本品種内交維による 3x

長 径 分布寝皮 葉線粒鍛 稔 翠| 空虚花粉径

管lhU冊吋叫~l…即時醐|杭充庭師官移官FF
とせる f直 とせる {直 とせる (値%||| とせる
比重主! 比重主 比重主%)比数

4048競 39.8 127.6発持 15.1 93.8 25.4 142.7持祷 76.7 85.0持持 23.7 111.8器後 16.2 103.2 

3048披 37.5 120.2袋発 13.8 85.7 21.7 121.9持発 76.4 84.7同 22.8 107.5袋持 17.2 109.6持

48披 31.2 17.8 90.2 21.2 15.7 

4162競 41.5 131.7詩吟 10.7 57.2持持 18.8 120.5持決 93.0 98.6 27.5 131.0持持 17.71 112.0持株

3162披 34.9 110.8涛持 128 68.4特捻 17.7 113.5特養 90.2 94.9持 21.8 108.8 16.6 105.1 

162競 31.5 18.7 15.6 95.0 21.0 15.8 

4398披 40.4 138.4器持 9.2 44.7時 23.5 135.8特発 91.6 97.4 25.61121.9柿 18.4 121.1持後

3398競 35.7 122.3附 11.6 56.3常持 21.4 123.7持持

398焼 29.2 20.6 ‘17.3 94.0 21.0 15.2 

4VWF却主 43.7 144.7持勢 9.5 64.2時 25.9 157.0特発

3V、rvF披 37.5 124.2捧持 11.4 77.0制 24.0 145.5持持 73.1 78.9特待 22.1 105.7 16.1 101.9 
VWF減 30.2 14.8 16.5 92.6 20.9 15.8 

135.6 1390 93.7 
4xの平均 41.4 ~、~ーー』 11.1 i ---、 23.4 --、、ー、 87.3 、----ー、 25.6 一一-1 17.41 --ー

135.7 63.1 139.3 93.9 121.9 111.5 

119.4 71.9 126.2 86.2 105.7 105.51... 
3x グ 364 ーーーーーー 12.4 ~ー--、 21.2 1 、ーー、‘ー 79.9 

三----
22.2 崎町、司-、-司耐ー・ 16.6 --、町』、

119.3 70.5 126.2 85.9 105.1 106.4 

2x グ 17.6 16.8 93.0 21.0 15.6 

れば気孔の長さは例外なく 4xが最大で， 3がこれに:次ぎ2xが最も短かく (2x 100xに対し4x

は 136ト 3xは 119)，且つ4x・3x共に2xとの差は極めて有意である。また分布密度は 1伊lを

除き 2x最も密で3xがこれに次ぎ，4x・3芯共に 2xとの差は有・意である(比数にて 4.1;:63， 

3ι: 70)。

葉緑粒数もまた各倍数性問に顕著な差が認められ，常に4xが最も多く ，2xが最も少なく

3xが中間(比較にて 4x: 139， 3 x: 126)であることは他の研究者(望月及び末岡未発表)の場

合と同様である。

綿括

以上の各種形質の調査成績を総括して 2x品種の平均値を 100とし，これに対する 4x及び

3x品種各々の平均比数を一覧表示すれば第 12表の如くである。

即ち地上部の諸形質に関し，倍数性と形質変化の聞には多くの場合一定の関係がまbり，各

形質は倍数化と共に正にも負にも変化するが，そのいずれに於ても 3xは2xと4xの中聞に位

していると言ってよい。形質の種類とその変化の方向について言えば，倍化度高いほど発芳三日
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形 質

原

ま重要f~ド(干重子単位)

グ (積球単位)

主主主F日数(種子単位)

r (積域単位)

草'lt

1:.葉鍛

117.3 104.0 

121.1 107.3 

93.0 

99.8 

根

7' リックス

茎 重

生

採 者P

長

巾

比

厚

一

度

目

珂

巾

厚

長

径

比

重

一

角

一

身

形

一

日

柄

一

形
一

柄

グ

グ

一

葉

薬

業

葉

一

葉

葉

一

根

根

恨

会

事ヰ

栽
育

朱孔長径

グ分布符fJ[

孔溢湘11胞架線粒数

90.6 

101.9 

111.8 

108.2 

100.4 

105.7 

103.7 

107.1 

97.0 

102.5 

104.0 

97.2 

土昔 J1lc 

98.1 

108.9 

111.0 

100.8 

1::|:;;;l1::l:;:;  

採

種

栽

略 日ム3lz;i
135.7 

63.1 

139.3 

119.3 

70.5 

126.2 

穫

花 l

査熟l
そ

の

他



甜菜の倍数性品種に関する研究 47 

数，気孔形，葉緑粒数などは増大し，発芽率，草丈，葉数或いは気孔分布密度は大差ないか或

はむしろ減少する。然して葉緑粒数も除いては大部分その変化は高倍数体ほど生育には不利で

ある。

いま葉数，葉量(葉身長×葉幅×葉厚)，気孔密度及び葉緑粒数の乗積比が地上部の生育量

を示すーっの尺度であると仮定し，2x， 3x及び4x間の比較を行うならば， 2 x 100に対し3x

は95.6，4xは78.7となって高倍数体ほど生育の劣ることが示唆される。

然るに地下部の主根の生育に於ては， 既に第7表でその一端を示した如く 4xではその生

育は各期を通じて 2xに劣ること地上部の生育と同様であるが，3xでは極く初期を除いて概ね

2xを淡いでいた。収穫期の根茎重につき多数の品種を総合して示された第 12表の結果も全く

この関係を支持するものであり 2xに比し4x'が15.2%或いは 10.4%の減量であるのに対し

3xでは同一基本品種内交雑のものでも 13.7%，異基本品種間交雑のものでは 15.6%'のそれぞ

れの増量となっている。然して更に主根の庶糖率も，一般に根重と帯、糖率は負の相関にあるに

も拘らず3xでは2xに劣らぬのみかやや増加の傾向さえ認められている (3.47']至4.9%増)。

この様に地上部と地下部の生育量の平行関係が3xでは少しく趣を異にするとの調査結果

は倍数性研究に一つの興味ある問題を提起するものであって，この現象の追試と共にその栽培

生理学的な検討が望まれるものである。

ともあれ， 若し3xが荒糖率を低下せしめることなく最大の主摂生育を示すことが普遍的

た事実であるなら，発芽率に若干の欠陥があるとしても，育種の実際にも有用なる素材となり

得るわけである。 因に呉基本品種間の 3xが同一基本品種内のそれよりも根重に於ても斎、糖率

に於ても更に優るかの如き結果が第 12表にも示されているが， このことは3xの青蓮的利用に

際してもやはり組合せ能力の検定が重要であることを示唆するものであろう。

摘要

1) 甜菜の同一品種内の 2x， 3x， 4xと異品種間交雑による 3x合計30品種につき各種

形質の調査を2箇年に豆り行った。

2) 池上部諸形質は概ね2x，3 x， • 4xの順位にあり，高倍数体ほど生育に不利なる形態変

化を示した。

3) 然るに地下部の主根はこれとは趣を異にし 3xが最も生育匝盛で根重も重く， 2 xが

これに次~4x は最も不良であった。且つ 3x の庶糖率も決して 2x に劣らなかった。

4) 甜菜根重は変異性極めて大きく， これらの結果から直ちに3xの優位性特に異品種閉

交殺による 3xの優位性を断定することは早計であるが，3xの育種的利用の可能性は示された

ように思われる。
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Studies in Polyploid Varieties of Sugar Beets 

IV. Some Characteristics of Triploid Varieties 

by 

Seijin NAGAO， Man-emon TAKAHASHI and Toshio KINOSHlTA 

Resume 

Comparative studies on several characteristics in diploid， tripIoid and tetraploid 
plants of sugar beet were made in 1951 and 1952 in the Dai-Ichi Nojo test farm of 
the Faculty of Agriculture， Hokkaido University. 
In these experiments 7 varieties of diploid， 8 varieties of tetraploid and more 
than 15 varieties of triploid obtained from various inter噌 andintra-varietal crosses 
were used. 
Judging from the experimental results of morphological comparison regarding 
the growth of crown and leaves， tetraploid plants are invariably inferior to diploids 
and the triploids are the intermediate. 
On the other hand， in generaI， the tap rootsof the triploids are more vigorous， 
grow better and show higher yields than that of the diploids and tetraploids. More楢
over， brix (refractmeter %) of triploid roots are not less than that of the diploids 
and tetraploids. 
In spite of no marked di妊erencein growth of the leaves， why the triploids have 
such an adventage in the r∞t growth， over diploids and tetraploids， is not yet 
ascertained. However， this results seems to prove that the improvement work of 
the sugar beet by means of induced triploidy is promising to some extent. 


